


新国立競技場

1※現時点の計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります。
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１．敷地概要

■ 敷地概要

項目 内容

所在地 東京都新宿区霞ヶ丘町10番1号ほか（東京都新宿区及び東京都渋谷区）

敷地面積

約113,000㎡
（国立霞ヶ丘競技場 ：約74,000㎡
明治公園 （四季の庭・霞岳広場）：約29,800㎡
日本青年館 ：約 5,000㎡
新宿区道 ：約 4,200㎡）

道路幅員 東側：区道43-670 約15m、約18m 西側：都道418号 約22m
南側：区道43-690 約20m 北側：都道414号 約22m

地域・地区

用途地域：第二種中高層住居専用地域
風致地区：第二種風致地区 （明治神宮内外苑風致地区）
文教地区：第一種文教地区
防火指定：準防火地域
高度地区：第二種高度地区

地区計画 東京都市計画神宮外苑地区地区計画（再開発等促進区を定める地区計画）

容積率 250％（東京都市計画神宮外苑地区地区計画より）

建蔽率 70％（10％角地緩和込）

日影規制 聖徳記念絵画館側：3.0時間ー2.0時間（測定水平面+4.0m）

東京体育館

聖徳記念絵画館
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＊区道43-660及び43-680は、廃道予定
東京体育館 秩父宮ラグビー場 いちょう並木

明治神宮外苑軟式野球場・絵画館明治神宮球場国立競技場
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新事務所棟

9※現時点の計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります。

変更後2．周辺現況図

周辺現況

航空写真

明治神宮野球場

秩父宮ラグビー場

神宮第二野球場日本青年館

都立青山高校

國學院高校

外苑ハウス

明治公園

都営霞ヶ丘
アパート

計画敷地は明治公園、外苑ハウス、國

學院高校、都立青山高校に隣接し、ス

タジアム道路（幅員約20ｍ）を挟んで

向かいに明治神宮野球場がある。

計画敷地は現在、テニスコートとして

利用され、敷地南側にはクラブハウス

が建っている。國學院高校との隣地境

界線には高低差がある。
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4※現時点の計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります。
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３．エリア特性

■ 周辺エリアの土地利用 ■ スポーツ施設の分布

日本を代表するスポーツ施設の集積と、神宮外苑及び明治公園、新宿御苑などの緑豊かなオープンスペース

大型スポーツ施設から小規模なスポーツ練習場に至るまで、多様な規模や種類のスポー
ツ施設が集積している。スポーツイベント・競技空間だけでなく、日常の運動空間として
多くの人々に活用されている。

東京体育館 1961年竣工、1990年建替

国立霞ヶ丘競技場 1958年竣工

当該エリアは、大正期に整備された神宮外苑の都市構造を基盤として、風格ある都
市景観と苑内の樹林による豊かな自然環境を有している。
昭和39年の東京オリンピックの主会場となった国立霞ヶ丘競技場をはじめとした日

本を代表するスポーツ施設が多く集積し、国民や競技者がスポーツに親しむ一大拠点
を形成している。

一方、JR中央線の線路より北側は、都市の憩いの空間である新宿御苑が広がるとと
もに、その周辺には低層～中層の住宅エリアが広がる。
さらに、敷地西側エリアも同様の住宅エリアとなっているが、青山通り沿道では業

務・商業が集積し、施設更新により高層建築物が並ぶエリアとなっている。

明治神宮球場 1926年竣工

秩父宮ラグビー場 1947年竣工 アイススケート場 1963年竣工 屋内テニスコート 1993年竣工

緑豊かなオープンスペース
住居系エリア

住居系エリア

業務・商業集積エリア

建物敷地

建物敷地
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5※現時点の計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります。
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４．上位計画

■ スポーツ基本計画 国 H24.3

○今後５年間に総合的かつ計画的に取り組むべき施策（抜粋）
・オリンピック・パラリンピック等の国際競技大会等の招致・開催等を通じた国際交流・貢献の推進

○具体的な施策展開
・日本スポーツ振興センターは、国内外のスポーツ関係団体との連携による国内外の情報収集・分析及び
提供、国立霞ヶ丘競技場等の施設の整備・充実等を行い、オリンピック・ワールドカップ等大規模な国際
競技大会の招致・開催に対し支援する。

■ 2020年の東京 東京都 H23.12

○四大スポーツクラスタプロジェクト
・大規模スポーツ施設を中心としたさまざまな施設
の集積（スポーツクラスター）により、集客力の
高い、賑わいあふれるエリアが生まれ、活力ある
まちを再生

■ 東京の都市づくりビジョン 東京都 H21.7改訂

○センターコア・再生ゾーン 西部エリア
（代々木公園・神宮外苑）
・代々木公園、新宿御苑、神宮外苑、赤坂御用地など、都心の大規模公園などを生かした緑の軸が形成
され、迎賓館、絵画館などを中心とする風格のある景観を背景に、ジョギング、サイクリング、散策、
周辺のカフェや店舗など、楽しみのある、緑豊かで快適な空間を形成

■ 東京都景観計画 東京都 H23.4改訂

○聖徳記念絵画館：眺望の保全に関する景観誘導
・目的
我が国の近代化の過程で、首都東京の象徴性を意図して造
られた建築物は、その周辺を含め、今日も風格ある景観を形
成している。これらの建築物を中心とした眺望が保全される
よう、当該建築物の周辺で計画される建築物等の規模、色彩
等を適切に誘導する。

○新宿御苑周辺：文化財庭園等の眺望の保全に関する景観誘導に
関する区域

庭園の魅力を更に向上させていくとともに、庭園内部とその
背景を含めた眺望を保全し、歴史的、文化的な景観を次代へ
と伝えていく

・景観形成の目標
国際的な観光資源としてふさわしい、庭園からの眺望景観

を保全し、歴史的・文化的景観を次世代に継承する。
・景観形成の方針

「庭園内からの眺望を阻害しない周辺景観の誘導」
庭園周辺に立地し、庭園の内部から見える建築物等を対象
として、その配置や色彩などを適切に誘導し、庭園の持つ歴
史的・文化的景観を保全・継承する。

建物敷地

建物敷地

■ パークマネジメントマスタープラン 東京都 H16.8

○基本理念
生命を育む環境を次世代に継承する公園
都市の魅力を高める公園
豊かな生活の核となる公園

○都心の緑のネットワーク推進プロジェクト
・都心周辺における緑と文化のネットワーク形成の推進
都心周辺部の都立公園を核とする地域において、再開発や景観形成事業など周辺プロジェクトの事業
者と協力し、既存の大規模公園や神社などの緑と再開発によるオープンスペースなどが連続する歩行者
空間などで結ばれた、緑と文化を楽しむ都市空間の形成を進める。

■ 明治公園マネジメントプラン 東京都 H18.12

○明治公園の基本的な性格・役割
・区部中央部における緑の拠点となる公園
周辺の歴史的施設や民間施設と連携を図り都心部のおける緑の拠点を形成する。

・区部中央部の魅力を高める公園
都心部における緑や周辺の文化・スポーツ施設とのネットワークを図り都心部の魅力を高める。
また、公園の魅力アップのため、規制緩和や民間活力の導入を図る。

・発災時に避難場所となる公園※
都民の生命の保護を第一に、発災時における避難場所としての役割を果たす公園としていく。
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■ 新宿区都市マスタープラン 新宿区 H19.12

「暮らしと賑わいの交流創造都市」 計画敷地 ・・・七つの都市の森、水とみどりの環、
信濃町駅周辺 ・・・生活交流の心
外苑西通り・東通り・・・都市活動軸

・七つの都市の森
明治神宮外苑周辺のまとまったみどりの積極的な保全・拡充を促進

・水とみどりの環
明治神宮外苑のみどりを位置づけ新宿御苑や外濠等と連続する、水
に親しめる空間や自然を感じることができる緑の骨格を形成

○四谷地域まちづくり方針
・みどり・公園
－新宿御苑から明治神宮外苑、外濠に至る
歩行系幹線道における街路樹の充実等を
行い、区民と協働でみどりの創出を図る。

－公園の再整備にあたっては、公園利用者
のニーズを把握し、地域の実情にあった
公園整備を進める

・都市アメニティ
－スポーツ拠点を活かしたまちの活性化
国立競技場や神宮球場などのスポーツ施
設を、地域の活性化に結びつけることを
検討。

■ 新宿区景観形成ガイドライン 新宿区 H23.4改訂

○神宮外苑・南元町エリア
・神宮外苑の広大な眺めと豊かなみどりに囲まれたまちなみへ

■ 渋谷区都市マスタープラン 渋谷区 H12.

「創意あふれる生活文化都市 渋谷 －自然と文化とやすらぎのまち－
・安心してすこやかに暮らせるまち
・いきいきと創造的な活動が行われるまち
・様々な活動を支え地球環境と調和するまち

○千駄ヶ谷・神宮前地域まちづくり方針
便利で快適な都市型住宅地

○みどりと水・潤いのあるまちづくり方針
＜みどりの拠点づくり＞
・みどりの大拠点の保全
明治神宮から代々木公園の一帯並び
に新宿御苑を、渋谷区の緑の中核とな
る大拠点として位置づけ、適正な管理
を図り、その保全と利用増進を図る。

○景観形成の方針
・聖徳記念絵画館の広大な眺めを保全する
聖徳記念絵画館を中心とする広場からの
広大な眺めを、将来にわたって継承する

・周辺のまとまったみどりと身近なみどりを
感じられる景観をつくる
住宅地から、周囲を包み込む神宮外苑や
赤坂御所の緑を眺められるような配慮を
する。また、住宅地内でも身近なみどり
を感じられるようにする。

■ 渋谷区景観計画 渋谷区 H25.3

多様な界わいが共存する都市の保全・再生・創造
・坂や、旧河道の緩やかに曲がる地形を活かした景観を形成
・大規模緑地を拠点とし、水辺の再生や緑化などにより、ゆとりと潤いのネットワークを形成

新宿御苑等大規模緑地からの開放感ある眺めの保全
・新宿御苑など、緑地内の主な視点場からの眺めの対象となる範囲においては、建築物や屋外広告物
等の高さ、形態、色彩などのデザインに配慮し、開放感のある眺めの保全を図る。

・江戸時代から継承される街割りや、文化
財など、歴史的資産を活かした景観を形成

・商業・業務中心地、回遊性のある住商共存
地や、広域幹線道路において、渋谷区を象
徴する景観を形成

・住民主体のきめ細かい活動による、地区の
特性を活かした景観を形成

○千駄ヶ谷・神宮前地域

新国立競技場
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４．上位計画

■ スポーツ基本計画 国 H24.3

○今後５年間に総合的かつ計画的に取り組むべき施策（抜粋）
・オリンピック・パラリンピック等の国際競技大会等の招致・開催等を通じた国際交流・貢献の推進

○具体的な施策展開
・日本スポーツ振興センターは、国内外のスポーツ関係団体との連携による国内外の情報収集・分析及び
提供、国立霞ヶ丘競技場等の施設の整備・充実等を行い、オリンピック・ワールドカップ等大規模な国際
競技大会の招致・開催に対し支援する。

■ 2020年の東京 東京都 H23.12

○四大スポーツクラスタプロジェクト
・大規模スポーツ施設を中心としたさまざまな施設
の集積（スポーツクラスター）により、集客力の
高い、賑わいあふれるエリアが生まれ、活力ある
まちを再生

■ 東京の都市づくりビジョン 東京都 H21.7改訂

○センターコア・再生ゾーン 西部エリア
（代々木公園・神宮外苑）
・代々木公園、新宿御苑、神宮外苑、赤坂御用地など、都心の大規模公園などを生かした緑の軸が形成
され、迎賓館、絵画館などを中心とする風格のある景観を背景に、ジョギング、サイクリング、散策、
周辺のカフェや店舗など、楽しみのある、緑豊かで快適な空間を形成

■ 東京都景観計画 東京都 H23.4改訂

○聖徳記念絵画館：眺望の保全に関する景観誘導
・目的
我が国の近代化の過程で、首都東京の象徴性を意図して造
られた建築物は、その周辺を含め、今日も風格ある景観を形
成している。これらの建築物を中心とした眺望が保全される
よう、当該建築物の周辺で計画される建築物等の規模、色彩
等を適切に誘導する。

○新宿御苑周辺：文化財庭園等の眺望の保全に関する景観誘導に
関する区域

庭園の魅力を更に向上させていくとともに、庭園内部とその
背景を含めた眺望を保全し、歴史的、文化的な景観を次代へ
と伝えていく

・景観形成の目標
国際的な観光資源としてふさわしい、庭園からの眺望景観

を保全し、歴史的・文化的景観を次世代に継承する。
・景観形成の方針

「庭園内からの眺望を阻害しない周辺景観の誘導」
庭園周辺に立地し、庭園の内部から見える建築物等を対象
として、その配置や色彩などを適切に誘導し、庭園の持つ歴
史的・文化的景観を保全・継承する。

建物敷地

建物敷地

■ パークマネジメントマスタープラン 東京都 H16.8

○基本理念
生命を育む環境を次世代に継承する公園
都市の魅力を高める公園
豊かな生活の核となる公園

○都心の緑のネットワーク推進プロジェクト
・都心周辺における緑と文化のネットワーク形成の推進
都心周辺部の都立公園を核とする地域において、再開発や景観形成事業など周辺プロジェクトの事業
者と協力し、既存の大規模公園や神社などの緑と再開発によるオープンスペースなどが連続する歩行者
空間などで結ばれた、緑と文化を楽しむ都市空間の形成を進める。

■ 明治公園マネジメントプラン 東京都 H18.12

○明治公園の基本的な性格・役割
・区部中央部における緑の拠点となる公園
周辺の歴史的施設や民間施設と連携を図り都心部のおける緑の拠点を形成する。

・区部中央部の魅力を高める公園
都心部における緑や周辺の文化・スポーツ施設とのネットワークを図り都心部の魅力を高める。
また、公園の魅力アップのため、規制緩和や民間活力の導入を図る。

・発災時に避難場所となる公園※
都民の生命の保護を第一に、発災時における避難場所としての役割を果たす公園としていく。
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■計画概要 ■配置図

項目 内容

施設名称 新国立競技場

建築面積 73,225㎡

延べ面積 210,878㎡

階 数 地下２階、地上６階

最高高さ 平均地盤面より約70m（建築基準法施行令第2条第1項第6号に定める高さ）

駐車台数 345台

構造形式 鉄骨造、一部鉄骨鉄筋コンクリート造

施設用途 スポーツ観覧場（劇場、展示場等多目的利用）、文化施設（図書館・博物館等）、
商業施設（物販・飲食等）

５．計画概要・工程表

■イメージパース（案）

年度

基本設計

実施設計

解体工事

新築工事

■スケジュール

ラグビー
ワールドカップ

オリンピック
パラリンピック

（15M）

（42M）着工
2015.10

竣工
2019.03

計画地

都立公園予定地

建物敷地

年度 2014

H26

2015

H27

2016

H28

2017

H29

基本設計

実施設計

新築工事 着工 竣工
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６．景観特性

■ 景観特性－１ 通り沿いの街並み

外苑西通り（都道418）

北側都道 （都道414）

東側区道 （区道43-670）

南側区道 （区道43-690）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

① ② ③

⑦⑤④

・南西側は3～7階程度の沿道商業となっている。（①）
・西側は高層のオフィス及び集合住宅が並ぶ。（②）
・北西側は東京体育館となっているが、駐車場と施設へのサブ動線と
なる階段が配置されている。（③）

・北側は神宮外苑のアイススケート場とフットサルコートが整備され
ているが、通りから内部の様子は確認できない。（④）
・絵画館敷地内において緑量が感じられるが、歩道空間と敷地は柵に
より分断されている。（⑤）

・緑が豊富な建国記念公園が整備されている。また、神宮第2球場は敷地
内に低木及び高木が植栽され、沿道緑化空間が形成されている。

・高低差のある道路の沿道は、高木と低木の街路樹による植栽がなされて
いる。（⑦）

■ 景観特性－２ 地区内のオープンスペース

明治公園

絵画館・
いちょう並木

新宿御苑

・周辺の歴史的施設や民間施設と連
携を図り、都心部における緑の拠
点となる公園。

・大正時代に完成した歴史ある文化
施設「聖徳記念絵画館」が立地し
ており、地域の重要な歴史資源と
なっている。

・青山通りから南北に続くいちょう
並木は、整然とした都市景観を形
成する。

・都心のシンボル的な大規模な緑地
であり、国内でも数少ない風景式
庭園として親しまれる憩いの空間。

明治公園 霞岳広場

いちょう並木

新宿御苑

⑤・⑥
緑量が感じられる沿道空間であるが
道路と敷地は柵によって区切られている

①・②
沿道は、中小規模の商業・
事務所が立ち並ぶ

建物敷地

建物敷地
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13※現時点の計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります。
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針方るす関に成形観景理整のドーワーキけづ置位るけおに画計位上

７．景観形成に関する方針

【スポーツ基本計画（国 H24.3）】
・国立霞ヶ丘競技場等の施設の整備・充実等を行い、オリンピック、
ワールドカップ等大規模な国際競技大会の招致・開催に対し支援。

【2020年の東京（東京都 H23.12）】
・「スポーツ都市東京」の実現。
・スポーツクラスター等の整備。国立霞ヶ丘競技場等の整備促進。

【東京の都市づくりビジョン（東京都 H21.7改訂）】
・都心の大規模公園などを生かした緑の軸が形成され、迎賓館、絵
画館などを中心とする風格のある景観を背景に、ジョギング、サ
イクリング、散策、周辺のカフェや店舗など、楽しみのある、緑
豊かで快適な空間を形成

【東京都景観計画（東京都 H23.4改訂）】
・都心のシンボル的な大規模な緑と、これらを結ぶ幹線道路の・国
際的な観光資源としてふさわしい、庭園からの眺望景観を保全し、
歴史的・文化的景観を次世代に継承する。

・庭園周辺に立地し、庭園の内部から見える建築物等を対象として、
その配置や色彩などを適切に誘導し、庭園の持つ歴史的・文化的
景観を保全・継承する。

＊庭園：新宿御苑

【パークマネジメントマスタープラン（東京都 H16.8）】
・都心の緑のネットワーク推進

既存の大規模公園などの緑と民間プロジェクトによるオープ
ンスペースが連続する歩行者空間などで結ばれた、緑と文化
を楽しむ都市空間の形成

【明治公園マネジメントプラン（東京都 H18.12）】
・周辺の歴史的施設や民間施設と連携を図り都心部における緑の拠
点を形成。

・都心部における緑や周辺の文化・スポーツ施設とのネットワーク
を図り都心部の魅力を高める。

・発災時における避難場所としての役割を果たす公園としていく。

【新宿区景観形成ガイドライン（新宿区 H23.4改訂）】
・聖徳記念絵画館を中心とする広場からの広大な眺めを将来にわ
たって継承する

・住宅地から、周囲を包み込む神宮外苑や赤坂御所のみどりを眺め
られるような配慮をする。また、住宅地内でも身近なみどりを感
じられるようにする。

【渋谷区（渋谷区景観計画 H25.3）】
・新宿御苑内部からの眺望を踏まえ、建築物等の配置等を工夫し、
新宿御苑のもつ歴史的・文化的景観を保全・継承。

【港区（港区景観計画     H21.8）】
・聖徳記念絵画館からの風格を際立たせる銀杏並木の眺望を踏まえ、
建築物等の配置等を工夫、歴史的・文化的景観を保全・継承。

【神宮外苑地区地区計画（東京都 H25.6）】
・国内外からの集客力が高くにぎわい溢れるスポーツ・文化・交流
のまちを形成。

・国内外から人々が集う、東京の顔となる地区にふさわしい風格と
活力が共存する魅力あるまちを目指す。

・立体的な歩行者ネットワークを形成することにより、高低差のあ
る地形上の課題を解消して、歩行者動線のバリアフリー化を推進
する。

遠景

中景

近景

地域の景観特性

・都心部において、明治神宮外苑をはじめとして、新宿御苑や赤坂御
用地などの緑豊かな自然環境が集積している
・日本を代表する様々な規模や種目のスポーツ施設が立地し、市民や
競技者がスポーツに親しむ一大拠点を形成している。
・JR線及び地下鉄、計５駅４線による交通利便性の高い立地である。
・歩道橋や高低差のある地形により、エリア内バリアフリー動線が脆
弱である
・風致地区、文教地区に指定されたエリアであり、大規模開発が進み
にくく、新宿御苑、神宮外苑いちょう並木からの眺望の保全が誘導
されている。

○スポーツクラスターの整備

○大規模公園を活かした緑の軸

○新宿御苑・聖徳記念絵画館からの眺望保全

○国内外からの集客力が高いスポーツ・文化・交流のまち

・スポーツ・文化交流拠点の再整備

○楽しみのある緑豊かで快適な空間

○緑豊かな風格のある景観（スポーツ・文化のみち）

○オープンスペースが連続する歩行者空間

○歩行者動線のバリアフリー化

○身近な緑が感じられる空間

○風格と活力が共存する魅力あるまち

○緑と文化を楽しむ都市空間の形成

○訪れる人たちの交流スペースの役割をもつ公園

遠景

中景

近景

沿道に配慮したファサードデザインと
オープンスペースネットワークの創出

記憶の継承・沿道景観に配慮した
にぎわいを創出するストリートを形成

スカイライン

記憶の継承

方針 1

方針１

方針１

方針２

周辺建物や神宮外苑の緑との調和に配慮したスカイ
ラインの形成

・スポーツ・文化の「躍動」「成長」のイメージを
　垂直に伸びるフォルムで表現、リズム感のあるス
　カイラインを形成躍動感の表現
・日本を代表するスポーツの聖地として相応しい
動的なデザインの実現

周辺の街並みに調和したファサードデザインの形成

明治公園から連続する歩道状空地を整備、
広場状空地の確保、歩行者ネットワークの拡充に
よる回遊性促進

日本青年館・外苑地区の記憶の継承を意図し、経年
変化が楽しめる素材感を活かしたデザインの実現

スポーツ関連の展示、広場状空地や劇場・ホワイエ
の適切な配置による歩道状空地と連携した賑わいの
ある街並みの形成

スポーツクラスターの中核にふさわしい
景観形成

にぎわい創出

方針2

周辺との調和

連続する
歩道空間

方針 2
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遠景 スポーツクラスターの中核にふさわしい拠点性のある空間形成

７．景観形成に関する方針

周辺建物や明治神宮の森との調和に配慮したスカイラインの形成方針１

エリア特性

スカイライン

図-4 新宿御苑からの景観シミュレーション

図-1 絵画館 景観誘導区域図

絵画館 ：隣接する聖徳記念絵画館は東京都
景観計画において景観誘導区域の設定がある
が、当該計画地は誘導区域の範囲外となって
いる。（図-1）

新宿御苑：東京都景観計画では、新宿御苑か
らの眺望景観を保全し、庭園内から視認でき
る建築物を対象とした配置・色彩の適切な誘
導を図っている。

図-2 視点位置

建物敷地

Ａ

Ｂ

Ｃ

配慮事項

新宿御苑側の高さを抑え、新宿御苑の緑豊かな景観を保
全し園内からの眺望に配慮した計画とする。（図-2,3）

絵画館からの眺望に配慮し、建物高さを抑えた計画とする。

既存建物はスタンドに配置された照明ポールが立ち上がっていたが、本
計画では建物全体の高さを極力低く抑え、絵画館の眺望景観に配慮する。

スタンド外周部に
設置された照明ポール

図-3 聖徳記念絵画館からの景観シミュレーション

絵画館

(都道414)

建物敷地

新国立競技場
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遠景 スポーツクラスターの中核にふさわしい拠点性のある空間形成

７．景観形成に関する方針

周辺建物や明治神宮の森との調和に配慮したスカイラインの形成方針１

エリア特性

スカイライン

図-4 新宿御苑からの景観シミュレーション

図-1 絵画館 景観誘導区域図

絵画館 ：隣接する聖徳記念絵画館は東京都
景観計画において景観誘導区域の設定がある
が、当該計画地は誘導区域の範囲外となって
いる。（図-1）

新宿御苑：東京都景観計画では、新宿御苑か
らの眺望景観を保全し、庭園内から視認でき
る建築物を対象とした配置・色彩の適切な誘
導を図っている。

図-2 視点位置
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配慮事項

新宿御苑側の高さを抑え、新宿御苑の緑豊かな景観を保
全し園内からの眺望に配慮した計画とする。（図-2,3）

絵画館からの眺望に配慮し、建物高さを抑えた計画とする。

既存建物はスタンドに配置された照明ポールが立ち上がっていたが、本
計画では建物全体の高さを極力低く抑え、絵画館の眺望景観に配慮する。

スタンド外周部に
設置された照明ポール

図-3 聖徳記念絵画館からの景観シミュレーション

絵画館

(都道414)

建物敷地



新国立競技場

14※現時点の計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります。
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エリア特性

スカイライン

図-4 新宿御苑からの景観シミュレーション

図-1 絵画館 景観誘導区域図

絵画館 ：隣接する聖徳記念絵画館は東京都
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いる。（図-1）
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図-2 視点位置

建物敷地

Ａ

Ｂ

Ｃ

配慮事項

新宿御苑側の高さを抑え、新宿御苑の緑豊かな景観を保
全し園内からの眺望に配慮した計画とする。（図-2,3）

絵画館からの眺望に配慮し、建物高さを抑えた計画とする。

既存建物はスタンドに配置された照明ポールが立ち上がっていたが、本
計画では建物全体の高さを極力低く抑え、絵画館の眺望景観に配慮する。

スタンド外周部に
設置された照明ポール

図-3 聖徳記念絵画館からの景観シミュレーション

絵画館

(都道414)

建物敷地

日建設計・梓設計・日本設計・アラップ設計共同体　作成 南西側からの外観パース



新事務所棟

9※現時点の計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります。
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都立公園予定地
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北参道駅へ

建物敷地

新国立競技場

■ 歩行者ネットワーク

明治公園の再編による
新たな歩行者ネットワークの構築

スポーツ・文化のみち
「スポーツ・文化の交流を促進し、賑わいを街に提供する」

エリア内バリアフリー動線の整備による周辺スポーツ施設の利便性の向上

国学院高校

明治神宮野球場

スタジアム通り

【各駅からの歩行者動線イメージ】

＊神宮球場前面のスタジアム通りは、歩行者空間が
整備される将来構想が地区計画の中で示されている。

現在の明治公園

散策路イメージ

交流スペースイメージ歩道状空地イメージ

回遊性のある歩行者空間と面的なつながりが強化さ
れた公園施設（明治公園）が整備されることで、ス
ポーツクラスターとしての施設群との関連性を高め、
エリア内のバリアフリー動線に配慮した歩行者ネッ
トワークを構築する。

・スポーツカフェ
・スポーツ・文化振興のための展示
・周辺のスポーツ施設を利用する人たちの憩いの場
・文化発信の拠点 / 青少年の交流の場

・計画対象敷地の周辺は北側のJR中央線・総武線を
はじめとして、外苑東通りに都営地下鉄大江戸
線、青山通りに東京メトロ銀座線および半蔵門線
が通っている。さらに西側の明治通りには東京メ
トロ副都心線が通っている。
・最寄駅はJR千駄ヶ谷駅および信濃町駅、地下鉄は
国立競技場駅、外苑前駅、青山一丁目駅、北参道
駅となっている。
・谷地形を解消するエリア内バリアフリー動線の整
備により、当該施設の他、周辺スポーツ施設につ
いても、JR線・地下鉄線、計6駅・5線の利用利
便性が向上する。都立公園予定地

明治公園

新国立競技場

16※現時点の計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります。

変更後
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○周辺の通りに面した建物外周部の高さを低く抑え、周辺環境に配慮した計画とする

７．景観形成に関する方針

周辺の街並みに調和した、ファサードデザインの形成方針１ 周辺との調和

デザイン方針沿道建物：低層～中層で構成

○足元には、施設のにぎわいが感じられる用
途を配置し、通りのにぎわいと連携する。

○通りからは、ヒューマンスケールに配慮
したピロティ空間の形成や、流線型の建
物形状による頂部高さを極力感じさせな
い計画とする。

中景 沿道に配慮したファサードデザインとオープンスペースネットワークの創出

エリア特性

11～15F 9F 8F 7F 5F 4F 3F

○ガラスカーテンウォールやスカイブリッジにより、建物内の
アクティビティが周辺の街並みに表出され、エリアのにぎわ
いを創出する。

○曲線により構成された建物デザイン
・一般的な直線での構成による建物とは対照的な、緩やかな
曲線によるデザインで、公園内の施設としてやわらかさを
表現する。
・屋根面・壁面ともに立体的な曲線で構成し、構造のフレー
ムと大きなガラス面による凹凸のある形態は、奥行きや広
がり感を創出する。

○人を招き入れるゲート空間
・南北の広場に面してメインのゲート空間を設ける。施設へ
の導入部には階段が設けられ、高揚感・期待感を生み出す
仕掛けとなっている。

○白色系のファサード
・白を基調とした色彩計画は、フレーム構成による建物の陰
影を色濃く反映し、日々の時間の移ろいによる様々な表情
をつくる。

広場と一体となった
ゲート空間

ガラスカーテン
ウォール

スカイブリッジ

フレームによる
建物構成

曲線によるやわらかな
デザイン

図-１ 建物規模（階数）

図-２ 南西ピロティ下イメージ

図-３ ファサードデザイン

建物敷地

反りの形状とすることで、建物の
ボリュームを抑えた景観とする

曲線によるやわらか
なデザイン

現状将来



新国立競技場

16※現時点の計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります。
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新国立競技場

21※現時点の計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります。

変更後
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デザイン方針

スポーツ関連の文化施設や商業施設等の適切な機能配置による広場と連携したにぎわいの創出方針１

近景 沿道景観に配慮したにぎわいを創出するオープンスペース

７．景観形成に関する方針

にぎわい創出

広場1号イメージ（北） 広場2号イメージ（南）

○人々が立ち止り、話したり、待ち合わせしたり、ひと休み等が出来る、まとまった
広がりのある空間を提供する。

○人々が集まり、活発なイベントが出来る賑わい空間とする。
（想定されるイベント例：スポーツ交流、定期市、収穫祭（マルシェ）、文化活動、
パフォーマンス、つどう、出店、屋外ライブ又はコンサート、インタラクティブ・
アスレチック、クリスマスツリー、季節毎のテーマに応じたイベント、防災訓練等）

○階段面を利用したイベント活動、スタジアムの特徴的な形態の足元空間により、
空間のよりどころを活かし、スポーツ文化活動拠点として活性化をはかる。

○防災訓練のスペースとして利用可能とする。

○人々が緑陰を楽しめる空間とし、休憩できる座れる大階段とする。

○目的を持たない人でも空間を楽しみながら交流でき、読書や昼寝も可能な広場とする。

○イベント企画により、パブリックビューイングとして利用可能とする。

利用イメージ例

防災訓練KOKURITSUマルシェ 階段広場を利用したパフォーマンス・イベント

憩い・集い・休憩 フェスティバル 次世代アスレチック

誰もが楽しめる交流できる階段と一体となった広場

広場２号

広場１号

芝生広場

イベントスペース

歩道状空地・コンコース型空地利用図

内外一体となったストリート空間のイメージ 低層部の外観イメージ

経年変化を楽しめる素材

劇場ホワイエの賑わいを
スタジアム通りに伝達

大型ガラス引戸
内外一体的な利用が可能

N

・25ｍ程度の高さに抑えた低層部はタイル等の経年変化の楽しめる素材感のある外装材の選

択により、日本青年館の記憶を継承しながら、ヒューマンスケールな空間を創出

・スポーツ関連の展示施設やカフェ等の文化機能をスタジアム通り沿いに計画することで、

歩道状空地と連携した賑わいの空間を創出
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21※現時点の計画であり、今後の関係者との協議及び検討の深度化により変更となる可能性があります。
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日本青年館・日本スポーツ振興センター本部棟（仮称）新営設計業務 立面図 01
Date 2014.12.22

▽1FL+68.45m（ T.P 99.25 ） ▽1FL+68.45m（ T.P 99.25 ）

▽1FL+24.80m（ T.P 55.60 ）

▽1FL+69.95m（ T.P 100.75 ）
▽1FL+71.85m（ T.P 102.65 ）

▽1FL+43.20m（ T.P 74.00 ） ▽1FL+43.20m（ T.P 74.00 ）

▽1FL+69.95m（ T.P 100.75 ）

▽1FL+14.25m（ T.P45.05 ）

PC板の上金属パネル
N-7.7

塔屋：押出成形セメント板の上 塗装
N-7.7

PC板の上 塗装
N-7.7 PC板の上 塗装

N-7.7

PC板の上 塗装
N-7.7

PC板の上 塗装
N-7.7

PC板の上 塗装
N-7.7

アルミカーテンウォール
（Low-E ペアガラス）

アルミカーテンウォール
（Low-E ペアガラス）

アルミカーテンウォール
（Low-E ペアガラス）

煉瓦・コルテン鋼・PC板等
素材感・経年変化を楽しめる材料

煉瓦・コルテン鋼・PC板等
素材感・経年変化を楽しめる材料
10-YR10-YR

アルミカーテンウォール
スタジアム通り

デザインコードを統一、高層・中層・低層によりボリュームの分節を表現、周辺の街並みのスケールに合わせた外観 スタジアム通りとは縦ストライブの分節を大きくし、デザインコードを統一、各面ごとに表情に変化をもたせる

北側立面図　S=1/500東側立面図　S=1/500



日本青年館・日本スポーツ振興センター本部棟（仮称）新営設計業務 立面図 02
Date 2014.12.22

▽1FL+68.45m（ T.P 99.25 ） ▽1FL+68.45m（ T.P 99.25 ）

▽1FL+24.80m（ T.P 55.60 ）

▽1FL+69.95m（ T.P 100.75 ）
▽1FL+71.85m（ T.P 102.65 ）

▽1FL+43.20m（ T.P 74.00 ）

▽1FL+69.95m（ T.P 100.75 ）

南側立面図　S=1/500西側立面図　S=1/500
※1FL=T.P 30.8

PC板の上金属パネル
N-7.7

塔屋：押出成形セメント板の上 フッ素樹脂塗装
N-7.7 PC板の上 フッ素樹脂塗装

N-7.7

PC板の上 塗装

PC板の上 塗装
N-7.7

PC板の上 塗装
N-7.7

N-7.7

10-YR

PC板の上塗装

PC板の上塗装
N-7.7

N-7.7

アルミカーテンウォール
（Low-E ペアガラス）

アルミカーテンウォール
（Low-E ペアガラス）

アルミカーテンウォール
（Low-E ペアガラス）

煉瓦・コルテン鋼・PC板等
素材感・経年変化を楽しめる材料

スタジアム通り

デザインコードを統一、高層・中層・低層によりボリュームの分節を表現、周辺の街並みのスケールに合わせた外観 スタジアム通りとは縦ストライブの分節を大きくし、デザインコードを統一、各面ごとに表情に変化をもたせる
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